
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の定期総会・懇親会が６月２２日に開催 東京墨田区 
    
奥玉郷友会の定期総会・懇親会が 6月 22 日（日）東京都墨田区

の割烹店「三州屋」で開催されます。奥玉郷友会は、1980 年（昭

和 55 年）11 月に発足し、今年で 45 年になりますが、会員の高

齢化などにより会の存続が困難とのことで、定期総会・懇親会とし

ての開催は今回が最後となります。今後は、現役員体制のまま活動

を縮小し、簡素化する方向とのことですが、ふるさと奥玉の皆様か

らも「お便り」等があれば定期総会に持参しますので、ぜひ奥玉市

民センターまでお寄せください。 

【奥玉郷友会事務局】：〒181-0013 三鷹市下連雀 3-8-13-502 及川正弘さん 
 

第 53回奥玉ふるさとまつり テーマを募集します！     
    
昭和 48 年から継続開催し、今年で 53 回目を迎える奥玉ふるさとまつりのテーマを

今年も地区民から大募集しますので奮ってご応募ください。 

（詳細は別途配付のチラシをご覧ください） 

今年のふるさとまつりも奥玉型 SDGｓ（持続可能な開発目標）を意識した取り組みを

進めながら、オリジナル行灯づくり、花火大会や盆踊り、特別出演、お楽しみ抽選会など

で恒例の夏の行事を盛り上げたいと計画しています。 
 

 
    
 飛ヶ森キャンプ場の施設管理は、当協議会から飛ヶ森キャンプ場をきれ

いにする会に業務委託し、日常管理や草刈り作業などが行われています。 

 市民センターでは、きれいにする会と一緒になって環境整備活動に協力

いただける作業ボランティアを広く募集します。（活動内容は、主に施設内

の定期的な草刈り作業となります。） 

 希望される方は、奥玉市民センター（電話：56-2950）までお問い合せ、お申し込みください。 
 

令和７年６月中旬～ ７月初旬の主な行事予定 
日 曜日 時間 行 事 内 容 場 所 等 

20 金 10:00 せんまや里山塾「ガーデニング実践コース②」 奥玉市民センター 

21 土 9:00 室根参詣古道・飛ヶ森森林公園周辺環境整備作業 飛ヶ森森林公園～室根古道 

21 土 9:30 学びの土曜塾②「フットサル教室①基本編」 維新館 

22 日 13:00 第 43 回奥玉郷友会定期総会・懇親会 東京墨田区本所「三州屋」 

25 水 9:30 あらたま水曜塾～おとな版～①「陶芸教室」 奥玉市民センター 

2 水 9:30 せんまや里山塾「食べて健康コース②」 奥玉市民センター 

5 土 13:30 健康スポーツ教室②「薬膳茶講習会」 奥玉市民センター 

6 日 8:45 第３回千厩町民グラウンド・ゴルフ体験交流会 駒場交流公園内 
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おくたま歳時記  田植たうえ   御田植祭
地蔵田伝承会（伊藤薫代表）の呼びかけによる地蔵田の田植えが

今年も５月 14日に、地区民など約 30人が参加して行われました。 
    
地蔵田は、昭和 32 年

に基盤整備のため一時姿

を消しましたが、平成 16

年に同伝承会が休耕田を

活用して復活させまし

た。地蔵田の収穫米は地

蔵院ご本尊の水引地蔵様

に奉納され、「延命米」と

して配られています。        
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  令和７年度奥玉振興協議会総会    R7.5.21 

     事業計画や予算・決算、規約改正や役員の改選など全議案が可決 
      
一人ひとりがリーダーとなり、笑顔で暮らせる奥玉をつくりましょう 

 奥玉振興協議会の令和７年度総会が 5月 21日に奥

玉市民センターで開かれました。総会には、地区内の

各自治会長、団体長、公職者など構成員 53 名のほか

来賓、事務局員を含め 57 名が出席。小野寺明会長の

挨拶、来賓祝辞の後、議長に金安信氏（町下農家組合

長）を選出し議事が進行され、慎重審議の結果、提出さ

れた全議案が原案どおり可決されました。また、任期

満了による役員の改選も行われ、新会長に菅野政彦氏

（前副会長）が選出されたほか、新役員が選出されま

した。（新役員名簿は第 2 面に掲載） 
    
 小野寺明会長は、挨拶の中で、協議会事業の取り組

みや市民センターの運営状況に触れながら、「本日の総

会は、一年間の活動や事業内容を皆さんに知っていた

だく機会でもあるので、率直なご意見をいただきたい。

また、役員改選では３期務めさせていただいたので、

新しい体制にバトンタッチしたい」と話し、「我々が出

来ることは、安全安心な地域を作ること。一人ひとり

が地域のリーダーとなって、毎日笑顔で暮らせる奥玉

を作り上げましょう」と出席者に呼びかけました。 
     
また、来賓として出席した一関市長代理の佐藤光紀千厩支所次長からは、「奥玉地区地域づくり計画」

に基づく自立した活動展開に対し、敬意を表する旨の挨拶とともに、市の最大の課題である人口減少への

対処方針や合併 20 年の節目を迎え、協働のまちづくりやＩＬＣを基軸とした施策の展開など市政方針

の概要にも触れながらお祝いの挨拶がありました。 
   
  菜の花を見る会・ミニ音楽イベント ♬ 懐かしの昭和歌謡も・・・ R7.5.3  

   
奥玉振興協議会と町下自治会（及川和彦会長）の共催による恒例の～菜の花見頃です～「菜の花を見る

会」ミニ音楽イベントが 5 月 3 日に町下地内の「特設会場」で約 100 名の来場者のもと賑やかに開か

れました。 

 今年で７回目を迎えたこのイベ

ントでは、「歌と演奏のミニライブ」

として、最初に「佐藤信子と須藤バ

ンド」の皆さんの出演で、「ブルー

シャトー」「京都の恋」「じょんから

女節」「思い出の渚」など 7 曲の歌

と演奏が披露されました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
     
続いて、ギターとヴォーカル二人組「フラワー☆スカイ」による昭和のフォークソングやオリジナル曲

の演奏があり、「おぼろ月夜」「この広い野原いっぱい」「飛行機雲」「花嫁」など８曲をギター演奏で熱唱。

アンコールでは「私の青空」を来場者と一緒に歌い大きな拍手と声援に包まれていました。 
      

“笑顔と自然”あふれる奥玉 ～守り・創り・

－４－ －１－ 

各議案の慎重審議（奥玉市民センター） 

総会で挨拶する小野寺明会長（今総会で退任） 

佐藤信子と須藤バンドの皆さん フラワー☆スカイの二人 

昨年の郷友会総会（割烹店「三州屋） 

飛ヶ森イメージ坊や 
「どんぐりりん」 

円形田んぼ「地蔵田」の田植え 



 

   

奥玉振興協議会の新役員名簿 新会長に菅野政彦さん（三沢） 
 
奥玉振興協議会の新役員（任期は令和 7～8年度の 2年間）                    (敬称略） 

役職名 氏  名 所属・役職 氏  名 所属・役職 
会 長 
（1 名） 

菅野 政彦 
前奥玉振興協議会副会
長・前三沢自治会長 

  

副会長 
（2 名） 

千葉  浩 
奥玉地区自治会協議会
長・天ヶ森自治会長 千葉 美保 

生涯学習推進員・民生委員・
児童委員 

運営委員 
 
（16 名 
  以内） 

千葉 幸司 奥玉地区区長協議会長 関根 直紀 千厩小学校ＰＴＡ副会長 

加藤 博幸 大平自治会長 小野寺 彰 奥玉地区農家組合長協議会長 

吉田  進 宝築自治会長 小野寺 勝義 （農）おくたま農産組合長 

藤野  守 中日向自治会長 金野 剛一 消防団千厩地域第３分団長 

菊池 敏明 三沢自治会長 千葉 喜代一 奥玉体育協会長 

及川 和彦 町下自治会長 熊谷 光彦 奥玉愛林公益会長 

千葉 正行 寺崎前自治会長 吉田 外美子 JA 女性部奥玉支部長 

村上 達男 花貫自治会長 中田 麗子 千厩町民児協奥玉地区会長 

監 事 

（3 名） 

千葉  彰 第 15 区行政区長 小野寺 雅彦 第 18 区行政区長 

藤野  裕 奥玉愛林公益会専務   
 
※ 第 6 代会長の小野寺明さんは、令和元年から 3 期 6 年間務められ、今回退任されました。 

地縁団体奥玉愛林公益会  第 14回通常総会          R７.5.16 
 
 地縁団体奥玉愛林公益会（熊谷光彦会長）の通常総会が 5 月

16日に奥玉市民センターで会員総数1,463人中、本人出席23

人（委任状 1,360 人）で開かれました。 

 熊谷会長の挨拶、来賓の一関市長代理の菅原由幸千厩支所長

や当協議会の小野寺明会長から祝辞が述べられた後、議長に小

野寺彰さん（大平）を選出し議事が進められました。 

 提出された事業計画及び収支予算案など２議案は、いずれも

原案のとおり認定・可決されました。 

 熊谷会長は、大船渡市で発生した大規模林野火災について触

れ、数年前の飛ヶ森キャンプ場の火災を教訓に、林野での火気取扱いに細心の注意を呼び掛けていました。 

 また、組織運営面での課題として、特別会計からの繰り入れに依存している点や役員任期と各地区愛林

会長任期の整合性を図る必要性を上げていました。 
 

地域振興部会 周辺環境整備・草刈り作業     R７.5.３ 
 

平成 29 年度から当協議会の地域振興部会で取り組んでいる遊休農地を活用した「菜の花畑」景観形成

事業。今年は、入念な耕起や雑草対策も功を奏し、見事に開花した菜の花畑で無邪気に遊ぶ子供たちの姿

も見られました。 

担当する地域振興部会（小野寺雅

彦部会長）では、～菜の花見頃です

～「菜の花を見る会」ミニ音楽イベ

ントの開催に合わせ、５月３日に部

会員 20 名の協力で菜の花畑周辺・

畦畔など約 50 アールの草刈り・環

境整備作業を行いました。 

（音楽イベントの様子は第 1 面に） 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

奥玉地元学研究会 総会・事例講話 『鍬を持った渡り鳥』  R７.５.20 
    
奥玉地元学研究会（金安信会長）の総会が５月 20 日に行われました。総会では、例月の学習会や研修

会での活動報告のほか、会員各位の研究内容の紹介なども行われました。また、令和７年度の月例会日程

や移動研修などの事業計画も原案どおり決定され、役員改選では会長以下の役員も全員再選されました。 
   
総会終了後は、事例学習として、越田沢出身の藤野

耕治さん（川崎市）による「外から見た奥玉を語る～農

作業を通じて～」と題する講話が行われました。 

 藤野さんは、自身の生活を「鍬を持った渡り鳥」と表

し、奥玉と川崎市の往来生活を通しての田舎暮らしや

農作業の体験談、「炭焼きの思い出」などを逸話を交え

ながら語っていました。また、自ら焼いた「竹炭」を持

参し、参加者にプレゼントもしていました。 
 
  

一関市消防団千厩３－２屯所落成祝賀会  待望の施設完成  R７.5.25
  
おくたま親水公園（字坂下地内）の一角に今年 3 月に完成した一関市消防団千厩第３分団第２部の消防

屯所落成祝賀会が、5月 25 日に現地で行われました。 

 この日は、消防関係者や地元代表者な

ど 30 名ほどが集まり、最初に落成した

屯所前で櫻森神社の奥玉宮司による安全

祈願の神事が執り行われました。 

その後、会場を天ヶ森会館に移動し、引

き続き祝賀会が催されました 
    
【屯所の概要】 敷地面積 420.73㎡、

木造平屋建て、面積 72.19㎡ 
 

  
     

花貫自治会女性部 うどん打ち教室   映像学習や健康体操も  R７.5.25 
     
花貫自治会女性部では、5 月 25 日に会員相互の親睦交流と生涯学習の一環として「うどん打ち教室」

を開催し、14 名が美味しい作り方を体験学習しました。 

 講師は、地元の食改推進員が務め、レシピを基に調理を開始。生地こ

ね～丸め～生地寝かせなどの作業工程を繰り返し、一次発酵と二次発

酵の各１時間の休憩時間には、映像による調

理方法の学習や保健推進員による健康体操

などにも取り組みました。 

 最後は、出来上がった生地を綿棒で伸ば

し、切る～茹でるの後、参加者で和やかに懇

談しながら試食をしていました。 

 
 

 

   千厩中学校体育祭  スローガン『気炎万丈』（きえんばんじょう） R7.5.19 
   
 千厩中学校・清明支援学校千厩分教室中学部の体育祭が雨で２日順延され、5 月 19日に開かれました。 

 晴天に恵まれたこの日は、『気炎万丈』のスローガンのもと、赤・青・黄の各組団応援合戦に始まり、

100ｍ・150ｍ徒競走やチャンスレース「借り人共走」、ムカデリレーなど 12 種目が、昼食・休憩を挟

んで繰り広げられ、駒場の丘には若さ溢れる元気な歓声が響き渡っていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

－２－ －３－ 

玉串奉奠の千葉浩 3-2 部長     屯所前での神事・安全祈願  

総会で挨拶する熊谷光彦会長 

食改推進員による「うどん打ち教室」（花貫文化会館）   

自らの生活体験を講話する藤野耕治さん 

草刈り作業に参加の地域振興部会員の皆さん 


